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深川洲崎 (江東区) は明暦の大火後の 1697
(元禄 10) 年ころには埋め立てられ, 1700 (元禄
13) 年には江戸城から移された弘法大師作の弁財
天を本尊とする洲崎弁天が創建され, 観光名所と
















沈下し, とりわけ高度成長期の昭和 30, 40年代
には, 激しい沈下に見舞われた｡ その後地下水の
汲み上げ規制が行われるようになって沈下は止まっ
たものの, 現在も都区部の 21.7％, 124.3平方キ
ロは, 満潮時には海面下である｡ 特に江東区は観







東京市は総合高潮防御計画を 1934 (昭和 9) 年
から進めたが, 戦争のため約 80％で中止された｡
戦後は 1949 (昭和 24) 年のキティ台風で, 計画
を上回る A. P. (東京湾平均海面) 3.15 mの高潮
が発生, 江東区, 葛飾区に大きな被害が出たため,
防潮堤の計画を高さ A. P. 4.0 mとし, 1956 (昭




1959 (昭和 34) 年の伊勢湾台風で名古屋が被
害を受けたために, 1960 (昭和 35) 年に計画を
見直し, 高潮防護区域を東京港全域に広げ, 1964
(昭和 39) 年の新潟地震での護岸決壊を受けて,
1966 (昭和 41) 年から既存護岸の前面に内部護
岸の整備を開始した｡
こうして現在東京臨海部には外側を囲んで延長
約 32 km, 平均干潮面から高さ 4.6～8.0 mの外郭
防潮堤が整備されている｡ またその内側には平均










として, 排水機場 4箇所が設けられ, 50年確率
(約 250 mm/日) 又は 100年確率 (約 340 mm/
日) の大雨でも, 内水位が維持できる体制となっ
ている｡
また川に関しても, 北十間川, 竪川, 小名木川,




小名木川 (一部区間), 横十間川は, 扇橋閘門と
荒川ロックゲートにより, 平常時は周辺地盤より






























1822 (文政 5) 年で, その後 1858 (安政 5) 年,
1859 (安政 6) 年, 1862 (文久 2) 年, 1877 (明
治 10) 年と大流行し, 『日本災異志』 によると,
1858年 7月から 9月の江戸の死者は 26万人を超





ペストの場合も 1899 (明治 32) 年 6月, 横浜
検疫所長浜措置場 (横浜市金沢区) に赴任したば
かりの野口英世検疫官補が清国人の患者を発見し




















1858 (安政 5) 年の日米修好通商条約締結によ
り, 幕府は, 神戸, 長崎同様江戸にも貿易のため
に来日する外国人の居留地を設けることを義務づ











この居留地には, 1868 (慶応 4) 年, 外国人の
為のホテル ｢築地ホテル館｣ や, フランス人経営
の ｢オテル・デ・コロニー｣ (フレンチホテル)
も設けられ, 日本初のポプラ並木の舗装街路に病
院, 教会, 西洋館, 西洋靴の工場などが並んだ｡
また, 電信創業, キリスト教系の立教, 明治学院,
女子学院, そして慶応義塾の発祥の地でもあり,
1899 (明治 32) 年, 治外法権の撤廃で廃止され
るまで東京に異文化を発信する場となった (川崎,
2002)｡
実際 1868 (慶応 4) 年には, 明石町一帯の湯屋
では外国人に恥じて混浴が禁止されているし, 新




ゴルフ場, テーマパーク, 工場, 空港などが作ら


























排除する必要があるが, その排水先は, 側溝, 川,
下水道を経た海である｡
また人は生きていく上できれいな水を必要とす



















廃棄物が生じ, 富岡, 木場, 永代町, 砂町, 南砂




東京湾の埋立て処分が中心で, 塩浜, 枝川, 豊洲
などが埋め立てられた｡
昭和に入っても 8号地 (潮見) には 1927 (昭
和 2) 年から 1962 (昭和 37) 年までに約 371万
トン, 約 36.4 ha, 14 号地 (夢の島) には 1957
(昭和 32) 年から 1967 (昭和 42) 年までに約
1,034万トン, 45 ha, 15号地 (若洲) には 1965
(昭和 40) 年から 1974 (昭和 49) 年に約 1,844万
トン, 約 71.2 ha, 中央防波堤内側埋立地には
1973 (昭和 48) 年から 1987 (昭和 62) 年に約
1,230万トン, 約 78 ha, 中央防波堤外側埋立処分
場 (その 2) には 1977 (昭和 52) 年から 2003
(平成 15) 年に約 5,000万トン, 約 199 haが埋め




処理センター (大田区京浜島 3丁目), 中防不燃
ごみ処理センター (江東区青海 2丁目), 粗大ご

















33 (昭和 7, 8) 年以降, 下水道の不備のため, ほ
とんどのし尿が投棄されてきたのは, 実は海であ
る｡ 投棄先は当初は東京湾内だったが, 赤痢の大
発生, 漁業被害などがひどく, 1956 (昭和 31)




洋投棄することを認めており, 1998 (平成 10)
年度には, 全国 186自治体が年間 183万キロリッ
トル, 汲み取りし尿, 浄化槽汚泥の全処理量の
5.6％が海洋投棄されていた｡
さらに全国では, 建設汚泥が 108万トン, 柑橘
製造残さ 170トン (以上 2000年), 家畜の糞尿が
4,200トン, 赤泥が 169.5万トン, 焼酎粕 12万ト
ン, 梅漬調味料廃液 4,800トン, 廃糖蜜廃液 1,262
トン, 不良弾・不要弾 616トン, 不発弾・弾薬








(平成 14) 年に閣議決定, 施行され, 5年の猶予








都市空間は, 建築物, 橋, 道路など, 生活の用
東京というコスモスと海 13
に供するために, 自然界から都市空間に持ち込ん















(1655～1658) から寛文 (1661～1672) にかけ,
木挽町海岸から順次大規模な埋め立て事業を行な
い, 築地 (中央区) などを造成している (鈴木,
2003)｡
5. 関東大震災, 戦災の瓦礫
関東大震災の瓦礫は越中島 3丁目 (中央区) な
どに埋められた｡ 第二次世界大戦による戦災の瓦
礫処理は急務であったが, 一部越中島などにも運
ばれたものの, 多くは運河, 濠に投棄され, 埋め
立てられた｡ これは輸送手段が不足し海に運ぶ余















年 2回, 永代橋, 万年橋, 霊岸島から順に船出し
ていた｡ 1796 (寛政 8) 年, 幕府が鉄砲洲 (中央




須賀市), 網代 (静岡県熱海市), 下田 (静岡県下
田市) を経て八丈島を始めとする島々へ向かった
(小石, 2005)｡










開設され, 東京俘虜収容所と改称後の 1943 (昭
和 18) 年大森区入新井町 (大田区平和島) の東

























































えられた｡ 1843 (天保 14) 年には旅行者の宿泊
する平旅篭 19に対し, 遊女を置く食売旅篭 92,
水茶屋 64を擁する歓楽街になっている｡
明治になって, 新橋, 横浜間に鉄道が開通した







1868 (明治元) 年の開市の日には, 居留地の外
国人向けに新島原遊郭 (中央区) が開設されてい
る｡ 異人たちの性を水辺の遊郭でとどめようとし
たものだが, 1871 (明治 4) 年には廃止されてい
る｡
3. 深川, 洲崎遊郭
深川は 1657 (明暦 3) 年の明暦の大火 (振袖火
事) 後に, 周辺の材木置き場 (木場) を集中移転
させて以来, 深川花柳界が発展した｡ 木材の集散
地であり, 永代寺, 富岡八幡宮の門前町としても
繁栄した｡ 深川七場所 (仲町, 新地, 櫓下, 石場,




1841 (天保 12) 年の天保の改革で一時は姿を消
したが, 1869 (明治 2) 年に復活, 1885 (明治
18) 年には遊女 943人に達した｡ しかし東京帝国
大学が開設されることとなり, 大学の近くに遊郭




1909 (明治 42) 年には, 160軒, 従業婦 1,700人,
1921 (大正 10) 年には 277軒, 従業婦 2,112人と
なった｡ 戦後は洲崎パラダイスと呼ばれ, 1954
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(昭和 29) 年にはカフェー 220軒, 従業婦 800人




への性的被害を危惧して, 1945 (昭和 20) 年 8
月 26 日, 特殊慰安施設協会 (Recreation and

















築地本願寺も, 1617 (元和元) 年関東の布教拠点
として浅草に作られた西本願寺別院を, 明暦の大
火後に, 摂州佃 (大阪市) の門徒たちが海を埋め
立てて移転したものである (清水, 1995)｡ 霊厳







































が, 日光街道の小塚原刑場 (荒川区), 東海道の
鈴が森刑場 (大田区) である｡ 鈴が森刑場は,
1651 (慶安 4) 年に同じく海のそばの品川から移
転されたもので, 東海道の東側に海が広がる場所
であった (尾河, 1999)｡
明治以降では, 1884 (明治 17) 年, 竹橋事件


















































水辺に川崎大師 (川崎市), 多摩川弁財天 (大















ると, 冨士講, 御岳講の行者, イチコなどの拝み
屋が説いたのである (宮田, 1995)｡




















本所 (墨田区) では ｢置いてけ堀｣, ｢片葉の芦｣
などの本所七不思議が知られる｡
こうした七不思議が発生したのは, 東海寺, 本
所を始め, 霊岸寺, 新川 (中央区), 麻布 (港区),

























行事で, 陰暦正月, 7月の 26日夜半, 月光の中
に阿弥陀如来と, 脇士である観世音菩薩と勢至菩




















歳時記』 によると旧 3, 4月, 午の半刻には海辺
が陸地に変わるので, 芝浦, 高輪, 品川沖, 深川





内, 1993)｡ 浜辺に近い農漁村では, 春の農事に
先立って家中揃って浜辺に出て, 人形に 1年の災










島 (神奈川県藤沢市), 逗子, 鎌倉, 鶴見 (横浜
市), 新子安 (横浜市), そして羽田, 大森, 大井
(品川区), 芝浦などの海岸が海水浴場として利用
されるようになった｡










































三台場周辺 (港区) が整備され, お台場海浜公園,
デックス東京ビーチ, フジテレビなどが並び, 人
工砂浜から対岸の都心を望む風景が人気を集めて
いる｡ また有明, 青海地区 (江東区) にもパレッ









(大田区) には, 1954 (昭和 29) 年に競艇場がで
き, 1957 (昭和 32) 年には平和島温泉会館も開
業, 現在は ｢BIG FUN平和島｣ として, 競艇,
クアハウス, シネコン, ショッピングセンターな
どが賑わい, 隣接の埋立地勝島 (品川区) のしな
がわ水族館も人気である｡
4. 穴守稲荷





1885 (明治 18) 年公衆参拝の公許を得て穴守
稲荷となったのを機に, 急速に商人, 花柳界に信
者が増え, 各地に穴守詣の講中もできた｡ 1894






あり, 川崎大師と周遊もできた｡ 1902 (明治 35)
年には参詣者輸送のために京浜電車 (現京急羽田
















物園 (台東区) に 1882 (明治 15) 年開設された
観魚室 (うおのぞき), 2番目は民間の浅草水族




(豊島区) は, 温帯, 寒帯, 熱帯雨林から珊瑚礁,
南極, そして東京の海まで, 世界各地の自然の生
態系をそのままに再現し, 海, 空, 陸の生物を自
然環境とともに混合展示して紹介しているし, 埋
立地にある葛西臨海水族園 (江戸川区) は, 太平
洋, インド洋, 大西洋, カリブ海, 北極, 南極,
そして東京の海を再現している｡ また海から遠い







れあい水槽｣ も設けられている (斗鬼, 2004)｡
Ⅲ. 海辺の神仏
1. 海辺の寺社




























の聖観世音菩薩像で, 寄木神社 (品川区) は日本
武尊の東征の際に走水で犠牲になった弟橘姫の船
が砕け漂着したのを祀ったのが始めである｡ 大森




















波除稲荷神社 (中央区築地) は, 明暦の大火復
興のため, 焦土を利用して埋め立てを行ったが,









めに, 富岡 (横浜市金沢区) を津波から守った富
岡八幡宮から波除八幡として分霊したものである
(石川, 1991)｡



































動物, 植物, 人々自身から発生する闘争, 性, 死,













が作り上げた観念である (山本, 1972)｡ 東京と
いう都市空間においても, 動物, 植物, そして浸
水した水, 内部で人が発生させたゴミ, し尿, 瓦
礫, そして犯罪, 性的行動, 死などが, ことごと
















水は, 排除された瓦礫, 汚水, し尿を飲み込むだ
けでなく, 人々自身から発するケガレをもまた取







だから人は, 死, 他界を想像, 認識することによっ
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